
第４期「竹島問題に関する調査研究」最終報告書の概要 

 

 

１．第４期竹島問題研究会『最終報告書』の刊行に関して 

・第 4 期島根県竹島問題研究会各委員の各研究分野での成果の報告、東北アジア歴史財団の

『日本の偽りの主張「独島の真実」』について反論（下條座長） 

 

２． 研究レポート 

(1) 瀬脇寿人(手塚律蔵)と彼をめぐる人たち（石橋智紀） 

・松島開拓願に関わり、その後の松島・竹島観に影響を与えたと考えられる、明治初期の

外交官であった瀬脇寿人について考察したもの（石橋委員） 

 

(2) 羊頭狗肉、東北アジア歴史財団編『日本の偽りの主張「独島の真実」』につい

て（下條正男） 

・東北アジア歴史財団編『日本の偽りの主張「独島の真実」』の誤謬を指摘し、『韓国が知

らない 10 の独島の真実』を補完したもの。日本側の 10 の主張に対する東北アジア歴史

財団の批判をそれぞれ反証する構成（下條座長） 

 

(3)  大谷家文書「乍恐申上候口上之覚」――“両島渡海禁制”に関連して（塚本

孝） 

・大谷家文書の中にある「竹嶋松嶋両嶋渡海禁制」の記載のあるものの一つとそれに関係

する三点の文書から、この言葉の文脈について考察するもの（塚本委員） 

 

(4)  竹島漁労と 1970年代の竹島問題（藤井賢二） 

・1977 年から 1978 年の竹島問題をめぐる日韓の対立を一つの画期ととらえ、そこに至る

経緯を竹島周辺海域での漁労問題を中心に考察したもの(藤井委員) 

 

(5)  「内政」化する日韓の「外交」─公文書の往来状況に見る統監府「保護」下

の大韓帝国─（永島広紀） 

  ・韓国では「大韓帝国政府は日本に対して対日外交上の発言、抗議を行うことができなく

なり、独島はその犠牲となった最初の国土」という説明がなされるが、そのような関係で

あったのかを両者の具体的な交渉を検証することにより考察するもの（永島委員） 

  



 

(6)  地理的近接性に基づく領域権原取得の可能性（中野徹也） 

   ・地理的近接性が国際法上の領域権限の取得に与える可能性について、国際裁判例から考

察するもの（中野委員） 

 

(7)  松島開拓願を出した下村輪八郎と『西海新聞』「松島日記」（松澤幹治） 

   ・西海新聞に掲載された松嶋の実態を示す「松島日記」とその開拓方針を示す「締約主義」

から、明治 12年段階での「松島」「竹島」の認識と下村輪八郎が出した「松島開拓願」に

ついて考察するもの（松澤委員） 

 

３．「竹島問題に関する学習」推進検討部会の報告(佐々木茂) 

   ・令和 2 年度から順次実施される新学習指導要領への対応として、「竹島問題に関する学

習」について検討し、小・中学校、高等学校、特別支援学校それぞれの学習指導案を作成

（佐々木副座長） 


